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で考察し、単独で第 2 部とする。 
 こうした構造は、ローマの進出によってどのように変化したのだろうか。アレクサンド
ロス大王によって規定されたヘレニズム世界の枠の外に位置するのが、ローマである。ポ








に与えた衝撃を第 5 章で、ローマに対するヘレニズム世界側の認識を第 6 章で分析し、合




め、本稿の分析の下限はマケドニア王ピリッポス 5 世の死去（前 179 年）ごろまでとする。 
 
                                                  
 
(1) Rostovtzeff (1941) vol.1, 134. 
(2) 長谷川岳男（1995）37-50；Eckstein (2009) 247-65. 
(3) Suda, s.v. Basileia (2): Austin 2nd, 45. 
(4) Walbank (1984a) 66. 
(5) ibid. 
(6) Walbank (1984a) 73-4. 
(7) Cf., Sherwin-White, Kuhrt (1993) 117-140; Per Bilde et al. (1996) 9-14. 
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い。第 3 次シリア戦争でセレウコス朝はバビロニアにまで侵攻され、第 4 次シリア戦争で
はラピアの決戦で敗北を喫している。こうした軍事的蹉跌が、セレウコス朝の当主の王権
を弱体化させるものだったか、セレウコス朝の側に重心を置きつつ考察を展開する。なお、
本章の分析の下限は、第 5 次シリア戦争（前 202～200）までとする。 
 
I、第 1・2 次シリア戦争の経緯 
 









ィオコス 2 世に代が替わった直後、前 260 年頃に発生した。この戦役は前 253 年頃まで継
続したが、最終的にはセレウコス朝側の優位のうちに終わり、イオニア・キリキア・パム
ピュリアを獲得した (10)。また、この第 2 次戦役の後、プトレマイオス 2 世の娘であるベレ
ニケ・シュラがアンティオコス 2 世の妃として輿入れした(11)。 











II、第 3 次シリア戦争 
 







① 第 3 次シリア戦争概観 
先述のように、第 2 次シリア戦争の終結後にプトレマイオス 2 世の王女ベレニケ・シュ
ラがアンティオコス 2 世に嫁ぎ、最初の妻であるラオディケ 2 世は小アジアに遠ざけられ
た。ベレニケ・シュラとアンティオコス 2 世の間には男子が誕生したが、その後ラオディ





























② アンティオコス 2 世の死と幼王誕生の可能性 





































幼少の王が立った初例は、前 205 年に即位したプトレマイオス朝のプトレマイオス 5 世で
ある。この王の父、プトレマイオス 4 世即位時に男系王族は全て殺されており、直系の男
子は他に存在しなかったとみられる(30)。セレウコス朝で幼少の王が即位した最初の例は、
前 164 年のアンティオコス 5 世である(31)。アンティゴノス朝は最後まで幼年の王をもたな
かった。前 229 年にデメトリオス 2 世が死んだ時、幼少の王子ピリッポス（後の 5 世）の
摂政に指名されていた王族アンティゴノス・ドーソンが、ピリッポス 5 世の母親と結婚し、



























③ プトレマイオス 3 世の侵攻と第 3 次シリア戦争の終結 










































III、第 4 次シリア戦争 
① 第 4 次シリア戦争の経過 
 第 4 次シリア戦争の起こる前、セレウコス朝とプトレマイオス朝は、ほぼ同時に王が交
代した。セレウコス朝の側では、セレウコス 2 世の後、セレウコス 3 世の短い治世を経て、
前 223 年にアンティオコス 3 世が王位につき、対するプトレマイオス朝では、前 221 年に









すが、その反乱を放置したまま、アンティオコス 3 世は前 219 年、プトレマイオス朝との
戦争を開始した(50)。 




両王は前 217 年、シリア南部のラピアで激突し、プトレマイオス 4 世が勝利した(53)。敗れ
たアンティオコス 3 世はアンティオケイアに逃げ戻り、プトレマイオス 4 世に和を請うた。
プトレマイオス 4 世もそれを受け、両国間に和議が結ばれた(54)。アンティオコス 3 世は、
セレウケイア・ピエリアは確保したものの、緒戦で征服した都市の大部分はプトレマイオ
ス朝下に帰した(55)。以上が、第 4 次シリア戦争の概略である。 
 
② 第 4 次シリア戦争考察 





































































オコス 3 世と比べて、比較的その立場は安定していたと考えられる。 















IV、第 5 次シリア戦争 
① 第 5次シリア戦争梗概 
 前 205 年にプトレマイオス 4 世が死んで幼いプトレマイオス 5 世が即位すると、コイレ・
シリアが動揺し始めたため、プトレマイオス朝はスコパスを派遣し、この地域の掌握を計
った(73)。一方、アジア内陸部への遠征を完了させて地中海沿岸地域に戻ってきたアンティ





② 第 5次シリア戦争考察 





とに成功していた(76)。さらには戦役開始に先立ち、アンティオコス 3 世はプトレマイオス 4
世の訃報を受けると、アンティゴノス朝のピリッポス 5 世と同盟を結び、戦役に備えた(77)。
後で検討するように、第 5 次シリア戦争の時期、ピリッポス 5 世は小アジアに進出してペ
ルガモンのアッタロス 1 世と戦った。 






世はプトレマイオス 5 世との戦争に当たって後背に不安は少なかった。 
 一方のプトレマイオス朝側は、まずプトレマイオス 4 世即位時の粛清により、成人王族
が存在しない状態だった。摂政として幼い王の政務を代行する可能性を有していたのは、








ィオコス 3 世にとって、内紛に揺れるプトレマイオス朝はくみしやすい相手だっただろう。 




とは決定済み、として介入を退けている(83)。また、その後前 195 年にアンティオコス 3 世
は実際に娘のクレオパトラをプトレマイオス 5 世に嫁がせたが、その際に婚資としてコイ
レ・シリアをプトレマイオス朝に返還した(84)。 











前にも、第 2 次シリア戦争の先例がある。また、第 3 章でみるバクトリアの例など、アン
ティオコス 3 世にとって婚姻による盟約関係の締結は常套手段といってよく、この時も、
その他のときに用いた形式を踏襲したと考えるのが妥当と思われる。そして全体としては、





















 こうした図式についてさらに手がかりを与えるのが、第 4 次シリア戦争で反乱を起こし
たアカイオスである。次章では、この有力王族が王位獲得に失敗して滅亡していく過程を
追い、セレウコス朝の王位確立に必要な条件を整理する。 
                                                  
 
(1) Heinen (1984) 412-45. 
(2) Heinen (1984) 422-5.; Green (1990) 140. 
(3) Austin (1986) 461.. 
(4) 拙稿（2006）および（2007）。 
(5) Grainger (2010). 
(6) Grainger (2010) 419. 
(7) Grainger (2010) 414. 
(8) Grainger (2010) 34-6. 
(9) Heinen (1984) 415-419; Ager (2003) 37-41. 
(10) Heinen (1984) 422-423. 
(11) Appian., Syr.65.; Grainger (2010)138. 
(12) Porphyry, FGrH 260 F 43; Ogden (1999) 128; Grainger (2010) 138. 
(13) Paus. 1.7.1 
(14) Paus. 1.7.3. 
(15) Justin, 26.3.3-8. 
(16) Justin.27.1.3; Gutzwiller (1992) 359-60. 
(17) SEG 42.994, 46.1413; Austin 2nd, 267; Grainger (2010), 149.   
(18) Justin.27.1.3; Gutzwiller (1992) 359-60 
(19) Justin,27,1; Heinen (1984) 420-421; Ager (2003) 43-44; Hölbl (2001) 49-51 
(20) Appian, Syr. 59-61; Plut. Demet.38.  
(21) Sachs&Hunger, -277; Boiy, T. (2004) 144-5. 
(22) Sachs&Hunger, -245 
(23) Boiy (2004) 148. 
(24) Ogden (1999) 129; グレインジャーの反論は、Grainger (2010)138. 
(27) Plut., Alex. 77; Justin, 13.2-3. 
 24 
 
                                                                                                                                                  
 
(28) Justin, 16.1; Plut., Demet., 36-7. 
(29) Justin, 24.2-3. 
(30) Polyb.34.1-2. 
(31) Appian., Syr.46; Justin, 34.3; Ogden (1999) 146. 
(32) Justin, 28.3.9-16. 
(33) Polyb.2.70.8; 4.2.5. 
(34)Suda, s.v. Basileia (2): Austin 2nd, 45. 
(35) Polyaen.805.; Justin, 27.1.3-7. 
(36) SEG 42.994; Austin 2nd, 267;Grainger (2010) 157 
(37) Llewellyn-Jones and Winder (2011) 250-1. 
(38) Strabo 16, 2.4. 
(40) Hölbl (2001) 48-50; Grainger (2010) 156. 
(41) Hölbl (2001) 50 
(42) Heinen (1984) 420-1. 
(43) Grainger (2010) 163-4; McGing (1997) 273-7. 
(44) この都市の奪還が、第 4 次シリア戦争でのアンティオコス 3 世の最初の課題となった。
Polyb.5.58-61.2; Jähne (1974) 501-19; Grainger (2010) 169. 
(45) Justin, 27.2.4-5. 
(46) Polyb.II.71.3-6; 5.43.1-3. 

















(60) Polyb.5.49.3-5; 55.4-5. 
(61) Polyb.5.66-7. 
(62) Polyb. 5.67.6-10 
(63) Polyb.5.67.6-8. 
(64) Polyb.5.67.10. 
(65) Polyb.IV.48; 5.57.5-8. 





(71) Ma (1999) 56-57. 
(73) Joseph., A.J.12.131. 
(74) Polyb.XVI.18-19; Joseph., A.J.12.131-3. 




(79) Ma (1999) 62-3. 
(80) Polyb.15.25.1-2. 
(81) Grainger (2010) 219. 
(82) Polyb.15.20. 
(83) Polyb.XVIII.51.10; Appian., Syr.3. 




第 2章 小アカイオスの反乱 
―第 4次シリア戦争時のセレウコス朝王族反乱― 
 

























































































ウコス 1 世治世の最末期に支配下に入ったことに加え、前 270 年代のガラティア人侵入の









































① セレウコス 3 世暗殺時の状況について 
1. セレウコス 3世暗殺～アンティオコス 3世即位まで 






























出典：Mørkholm, O. (1991)  
Early Hellenistic Coinage from the Accession of Alexander to the Peace of 
Apamea (336-188 BC), Cambridge, fig. 403. 
 
 また、アカイオスの軍歴や、上掲の図 1 で示した現在に伝わる彼の肖像が示唆すること
は(26)、彼がアンティオコス 3 世よりも年長だったことである。これは、アカイオスの王位
推戴の有力な理由となったのではないだろうか。これより前、アンティオコス 3 世の父セ


































② アンティオコス 3 世即位後のアカイオスの動向 
1. 事実経過 
アンティオコス 3 世即位後、アカイオスは引き続き対ペルガモン戦線を担当することと

















コス 3 世は、対プトレマイオス朝戦のため、コイレ・シリア方面に向かっている(38)。 
コイレ・シリアに向かう前、ゼウグマのセレウケイア滞在中に、アンティオコス 3 世は



















僚が最初に従事したのは、アンティオコス 3 世の父セレウコス 2 世が第 3 次シリア戦争で
奪われて以来、プトレマイオス朝の支配下に置かれていたセレウケイア・ピエリアの奪還






























































































































ィオコス 3 世はこれを拒否し、和平交渉は決裂した。 
戦役の再開後、アンティオコス 3 世の進撃はなおも続くが、前 217 年のラピアの会戦で
プトレマイオス 4 世に敗れるとシリアのアンティオケイアに急速に後退し、プトレマイオ




2. 第 4次シリア戦争でのアカイオスの動向 





























② 第 4 次シリア戦争後のアカイオスの動向 









































第 4 次シリア戦争で、アカイオスはアンティオコス 3 世不在のセレウキスを狙う姿勢を
見せなかった。しかし、アンティオコス 3 世に対する最初の反乱の時にみせたシリア侵攻
の姿勢は、アカイオスがセレウコス朝全体の君主の地位を目指していたことを示す。また、
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① アンティオコス 3 世のメディア・アトロパテネ遠征 























遠征に賛成し、アンティオコス 3 世はアルタバザネスを服属させた (28)。これによって権力
を確立したアンティオコス 3 世は、他の廷臣たちの助力を得て、ヘルメイアスの排除に成





② アンティオコス 3 世のパルティア遠征 
 アンティオコス 3 世は、第 4 次シリア戦争の後、ペルガモンのアッタロス 1 世と手を結
び、アカイオスを滅ぼして小アジアを安定させると、東方のパルティアに向けて遠征を開
始した (31)。前 250 年頃に自立したパルティアは、セレウコス 2 世との戦争に勝って、その
勢力を確固たるものにしていた (32)。地中海沿岸の領土を確保したアンティオコス 3 世にと
っては、放置できない敵手だったと考えられる。 
 シリアからメディアのエクバタナを経由してきたアンティオコス 3 世の軍に対し、パル
ティア側は戦わずして退いた (33)。アンティオコス 3 世はパルティアの首都というべきヘカ
トンピュロスを占拠し、さらにヒュルカニアへと侵攻していった (34)。この地に入って以降、




















③ アンティオコス 3 世とバクトリア遠征 

















 恫喝混じりとすら思える調子であるが、アンティオコス 3 世はこの和平提案を受け入れ
ている。しかもアンティオコス 3 世は、自身の王女をエウテュデモスの息子デメトリオス
に嫁がせることを約束した上で、この父子が王号を称することを認めている (44)。 























































































アンティオコス 3 世自身はポントス王ミトリダテス 2 世の娘であり、従姉妹でもあるラ
オディケと結婚した (59)。興味深いことに、ポントス王家は自身の祖先を、ペルシア王ダレ
イオス 1 世とともに「王位簒奪者」バルディヤに対するクーデターを企てた 7 人の貴族の
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あるセレウコス 2 世、第 4 次シリア戦争の敗者であるアンティオコス 3 世、第 5 次シリア











































































































































































































































































ピリッポス 5 世の即位直前の時期には、スパルタはクレオメネス 3 世のもとで勢力伸長を
図ったが、アカイア連邦のアラトスの要請を受けたアンティゴノス 3 世ドーソンの介入に
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I、マケドニアのピリッポス 5 世とローマの戦争について 
 
 ピリッポス 5 世とローマの二度にわたる戦争、いわゆる第 1 次・第 2 次マケドニア戦争






① 第 1 次マケドニア戦争 






この時点でのピリッポス 5 世は、先代アンティゴノス 3 世ドーソンが遺したヘラス同盟
という強力な勢力基盤をギリシアに持ち、アカイア連邦の指導者であるシキュオンのアラ
トスが、若きマケドニア王の忠実な同盟者としてこの同盟を支えていた(6)。このような状況
















② ｢第 2 次｣マケドニア戦争 








































③ 対ローマ戦敗北後のピリッポス 5 世 







の例と比較可能である。第 2 次ポエニ戦争後、ローマがカルタゴに貸した賠償金は 10,000
タラントンを 50 年賦で(20)、また対アンティオコス戦争での賠償金は 12,000 タラントンを






 第 2 次マケドニア戦争終結後、ピリッポス 5 世はローマの同盟者であり続けた。後にみ





































は、ピリッポス 5 世がローマに敗北したところから敷かれていた、と考えることができる。 





ーマとの敗戦がアンティオコス 3 世に与えた影響を考察する。 
 
II、セレウコス朝のアンティオコス 3 世とローマの戦争について 
 
 セレウコス朝のアンティオコス 3 世とローマの戦争は、地中海地域におけるローマの覇
者としての地位を決定づけるものだった。この戦争に関する史料は、第 2 次マケドニア戦
争終結後、両者が開戦にいたるまでに数次にわたり協議を行ったことを我々に伝える。こ
れらの史料はまた、アンティオコス 3 世に対するローマの戦後措置が、ピリッポス 5 世に
対するそれよりも厳格であったことを伝える。 














 アンティオコス 3 世とローマの最初の協議は、ピリッポス 5 世とローマの戦争が終わっ
た直後の前 196 年にリュシマケイアで行われた。これより前、アンティオコス 3 世は前 203
／2 年にピリッポス 5 世との間に密約を結んだとされ、そののち第 5 次シリア戦争に乗り出






 アンティオコス 3 世とローマ使節の協議は、ポリュビオスとアッピアノスによって我々
に伝えられる。ローマ使節の主要な論点は、以下のようなものだった。まず、アンティオ
コス 3 世は、ピリッポス 5 世とプトレマイオス 5 世に以前属していた都市から退くべきで





























 アンティオコス 3 世は領土支配に関する正当性について、これより前にも同様の主張を


































 アンティオコス 3 世は、リュシマケイアの会談後にプトレマイオス 5 世、ビテュニアの







と婚約させた(49)。また、すでにみたように第 5 次シリア戦争後には、プトレマイオス 5 世
とクレオパトラの婚約を成立させている。 






 エウメネス 2 世への婚姻申し入れについては、別の文脈を考慮する必要がある。アンテ
ィオコス 3 世がトラキアでの活動を開始したのとほぼ同時期に、ペルガモンのアッタロス 1
世が死去した。このため、セレウコス朝とペルガモン王国の間で、外交関係を更新する必









 ここで問題となるのは、オグデンとグレインジャーに従うならば、エウメネス 2 世がア



























③ アンティオコス 3 世とローマの戦争 

















戦に際しても、アンティオコス 3 世が 7 万を上回る程度の軍を率いて戦ったことが伝えら
れる(67)。この 2 例に比して、アンティオコス 3 世がギリシアに率いて渡った軍勢の数は、
あまりに少数である。こうした例をみても、アンティオコス 3 世が対ローマ開戦に消極的
であったとする説は、首肯に足るものである。 

























 マグネシアの会戦後の前 188 年、アンティオコス 3 世はローマとの間に和約を結んだ。
締結場所の名を取って、アパメイアの和約と呼ばれる。この和約でアンティオコス 3 世は、











その根拠となっているのが、彼の第 3 子であり、また次々代の王であるアンティオコス 4
世エピパネスが治世中に行った、いくつかの行動である。彼は前 170 年にプトレマイオス
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第 6章 ｢バルバロイ｣ローマをめぐる議論 
 











































































る。以下、第 1 次および第 2 次マケドニア戦争における議論から、ローマに対するギリシ
ア／ヘレニズム世界側の見方を検討する。 
 
II、「バルバロイ」ローマをめぐる議論①：第 1 次マケドニア戦争時のギリシア 
 
 第 5 章で検討したように、マケドニア王ピリッポス 5 世はローマに対して 2 度、戦火を
交えた。最終的な勝者と敗者は前 201 年に起きた第 2 次マケドニア戦争で決したが、ロー
マに対するヘレニズム諸国からの見方という問題に関する議論が多くみられるのは、前
215 年に始まる第 1 次戦役の時期に関連する記述の中である。これにやや先立つ同盟市戦





① ナウパクトスの和平会議（前 217 年） 

































② アイトリア使節とアカルナニア使節によるスパルタでの論戦（前 209 年） 































































III、「バルバロイ」ローマをめぐる議論②：第 2 次マケドニア戦争から 
① キュノスケパライの会戦まで 
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ヘレニズム諸王国の対処の一例として、アンティオコス 3 世の子・アンティオコス 4 世
の事例を見る。第 6 次シリア戦争の最終盤で、アンティオコス 4 世はローマ元老院にエジ



















セレウコス 4 世の軍事行動がさほど目立たなかったことに比べて、アンティオコス 4 世の
治世は、第 6 次シリア戦争を契機に軍事で彩られていった。第 6 次シリア戦争は、プトレ
マイオス 6 世と同 8 世の対立への介入を契機として開始されたが、アンティオコス 4 世に
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